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協
議
員
会
は
今 

４
～
６
月
の
協
議
員
会
で
の
報

告
・
検
討
内
容
を
一
部
紹
介
し
ま
す
。 

① 

三
世
代
交
流
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ

大
会
内
容
確
認 

② 

溝
普
請
の
内
容
・
分
担
確
認 

③ 

３
月
井
戸
使
用
許
可
確
認
調
査

を
受
け
、
同
意
を
得
た
お
宅
へ
配

付
す
る
ロ
ー
プ
付
バ
ケ
ツ
準
備 

④ 

辻
川
界
隈
展
・
民
俗
学
の
夕
べ

内
容
検
討
。
懐
か
し
の
写
真
展
継

続
。
準
備
作
業
簡
素
化
の
た
め
の

境
内
配
線
工
事
は
近
日
中
に 

⑤ 

鈴
の
森
神
社
玉
垣
改
修
計
画
。

石
垣
修
復
と
基
礎
工
事
か
ら 

⑥ 

消
防
団
活
動
支
援
に
つ
い
て 

⑦ 

自
律(

立)

の
ま
ち
づ
く
り
交
付

金
制
度
の
対
象
事
業
募
集･

検
討 

   

↑ 

い
た
ず
ら
さ
れ
た
ゴ
ミ
出
し
看
板 

（６
月
４
日 

登
記
所
跡
） 

目
撃
情
報
等 

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。 

お
願
い
と
お
知
ら
せ 

★ 

公
民
館
使
用
に
つ
い
て 

事
前
に
担
当
の
堀
さ
ん(2

2
-
0
305

)

へ
連
絡
の
上
、
公
民
館
玄
関
内
の
カ

レ
ン
ダ
ー
に
使
用
団
体
名
記
入
を
。 

★ 

公
民
館
玄
関
の
鍵
の
管
理
者 

釜
坂
区
長
の
他
、
協
議
員
の
内

藤
・
川
端
・
鈴
木
・
田
崎
が
管
理
。

堀
さ
ん
が
不
在
の
際
は
ご
連
絡
を
。 

★ 

防
犯
灯
球
切
れ
の
連
絡
は
？ 

防
犯
灯
の
不
具
合
は
協
議
員
（
環

境
担
当
）
の
鈴
木
か
植
田
へ
。
そ
の

際
、
電
柱
番
号
を
お
忘
れ
な
く
。 

当
面
の
予
定 

７
／
７(

日) 

消
火
栓
消
火
訓
練 

７
／
２
８(

日)

～
８
／
４(

日) 

辻
川
界
隈
展 

 

懐
か
し
の
写
真
展
・
隣
保
灯
籠
飾
り
他 

８
／
３(

土) 

民
俗
学
の
夕
べ 

午
後 5:

00

～ 

夜
店
（
６
団
体
予
定
） 

6
:30

 

開
会 

 
 6:

40 

吹
奏
楽
演
奏 

6
:55

キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス
＆
ゆ
う
ゆ
う
バ
ン
ド 

7
:25

生
命
の
詩 

 7:
35

寿
獅
子 

7
:50

木
造
太
鼓  
 8:

00

猿
ま
わ
し  

 
8
;20

秋
田
大
黒
舞8

:30

播
磨
田
植
え
歌 

8
:50

辻
川
鬼
太
鼓
（
餅
ま
き
） 

9
:10

閉
会 

［
担
当
〔
井
上
・
松
岡
〕
］ 

８
／
４(

日) 

ク
リ
ー
ン
作
戦 

８
月
中
旬 

自
治
会
対
抗
親
善 

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会 

９
月 

 

各
種
団
体
・
隣
保
長
会
議 

 

  

◇
７
月
１
４
日(

日) 

夏
え
び
す 

 

１
０
時
に
神
主
様
お
祓(

は
ら)

い 

 

一
戸
あ
た
り
賽
銭(

さ
い
せ
ん)

２
０
０
円
を

お
願
い
し
て
い
ま
す
。 

◇
７
月
２
１
日(

日) 

夏
ま
つ
り 

 

１
０
時
に
神
主
様
お
祓
い
。
井
ノ
口

と
一
緒
に
神
事
を
執
り
行
い
ま
す
。 

皆
様
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
多
数
お

詣
り
下
さ
い
。［
十
三
隣
保 

藤
原
］ 

 

事
業
報
告 

◆
４
月
６
日
（
土
） 

新
各
種
団
体
・
隣
保
長
会
議 

① 

第
１
回
三
世
代
交
流
グ
ラ
ン

ド
ゴ
ル
フ
大
会
説
明 

② 

地
域
の
夢
推
進
事
業
の
一
環 

と
し
て
、
１
隣
保
の 

東
三
木
家
東
の
町
道 

(

上
写
真)

と
４
隣
保 

上
坂
へ
の
町
道
の
側 

溝
改
修
に
よ
る
道
路 

拡
幅
工
事
行
わ
れ
る
。 

③ 

鈴
の
森
神
社
玉
垣
改
修
は
業

者
に
よ
る
見
積
も
り
請
求
中 

④ 

公
民
館
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
予
定 

⑤ 

上
段
「
お
願
い
と
お
知
ら
せ
」

確
認 

等 

◆
４
月
２
７
日
（
土
） 

 

第
７
回 

「
民
俗
辻
広
場
ま
つ
り
」（
福
崎
町

他
主
催
）
が
晴
天
の
も
と
行
わ
れ
た
。

辻
川
区
は
「
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
屋
」
を

出
店
。
１
０
９
カ
ッ
プ
を
売
り
上
げ

た
。
辻
川
界
隈
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ガ
イ
ド
の
皆
さ
ん
の
お
世
話
に
よ

る
「
ま
ち
歩
き
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
」

や
修
理
中
の
三
木
家
住
宅
へ
足
を

運
ん
だ
方
も
多
か
っ
た
。
辻
川
商
工

部
会
の
趣
向
を
凝
ら
し
た
「
も
ち
麦

お
で
ん
」
は
美
味
し
か
っ
た
。 

◆
４
月
２
９
日
（
昭
和
の
日
） 

第
１
回
三
世
代
交
流 

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会 

区
民
か
ら
の
要
望
も
あ
り
、
２
年

お
き
の
運
動
会
の
間
の
年
に
実
施

し
て
み
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ

た
。
８
２
名
の
参
加
者
の
内
、
中
学

生
以
下
は
３
２
名
、
最
高
齢
は
八
八

歳
。
文
字
通
り
三
世
代
が
楽
し
ん
だ
。

上
位
の
結
果
は
左
の
通
り
。
体
育
委

員
は
じ
め
お
世
話
い
た
だ
い
た
関

係
各
位
に
感
謝
。
今
回
の
反
省
点
を

記
録
に
残
し
、
２
回
目
以
降
の
内
容

検
討
に
生
か
し
た
い
。
毎
年
４
月
２

９
日
は
辻
川
ス
ポ
ー
ツ
デ
イ
か
な
。 

               

◆
５
月
１
９
日
（
日
）
溝
普
請 

区
民
総
出
の
「
田
植
え
」
前
の
溝

掃
除
。
昼
前
か
ら
降
り
出
し
た
一
週

間
ぶ
り
の
雨
で
さ
ら
に
区
内
が
洗

わ
れ
た
。
当
日
は
上
井
用
水
と
雲
津

川
の
清
掃
も
行
わ
れ
た
。 

◆
６
月
１
日
（
土
） 

臨
時
各
種
団
体
・
隣
保
長
会
議 

 

自
律(

立)

の
ま
ち
づ
く
り
交
付

金
制
度
の
対
象
事
業
に
つ
い
て
、
福

崎
町
担
当
職
員
か
ら
の
説
明
を
受

け
意
見
交
換
し
た
。
５
１
名
出
席
。 

３
年
間
継
続
の
事
業
だ
が
単
年
度

申
請
に
な
る
。
今
日
の
集
会
で
膨
ら

ん
だ
イ
メ
ー
ジ
を
さ
ら
に
５
日
間

募
集
し
た
後
、
協
議
員
会
で
対
象
事

業
を
絞
り
込
み
、
６
月
２
８
日
ま
で

に
申
請
す
る
こ
と
に
な
る
。
決
定
し

た
事
業
内
容
は
次
号
で
報
告
す
る
。 

                   

 

   

 
第２６号［2013 夏号］  平成２５年７月６日発行 

 まずはラジオ体操から ↑ 

 

三世代交流グランドゴルフ大会開催 

 

 

自
律(

立)
の
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業
の
計
画 

 
 

 
 
 
 
 

区
長 

釜 

坂 

道 

弘 

福
崎
町
で
は
、
平
成
二
十
五
年
度
か
ら
３
年
間

の
予
定
で
「
自
律(
自
立)
の
ま
ち
づ
く
り
交
付
金

事
業
」
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

自
治
会
が
、
地
域
の｢

夢｣
に
向
か
っ
て
、
み
ん

な
で
目
標
を
定
め
、
住
民
自
ら
活
動
に
参
加
し
、

目
標
に
向
か
っ
て
行
動
す
る
自
律(
自
立)

の
力
を

育
ん
で
、
よ
り
よ
い
集
落
を
つ
く
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
取
り
組
み
で
す
。 

辻
川
区
も
、
こ
の
事
業
に
賛
同
し
て
交
付
金
の

申
請
を
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
隣
保

長
、
各
種
団
体
役
員
、
各
委
員
の
方
々
に
参
加
い

た
だ
き
、
事
業
の
趣
旨
、
制
度
の
説
明
の
後
、
お

寄
せ
い
た
だ
い
た
意
見
を
総
合
的
に
判
断
し
て

｢

地
域
の
防
災
計
画｣

に
取
り 

組
む
こ
と
に
決
定
を
い
た
し 

ま
し
た
。 

今
後
も
、
地
域
の
み
な
さ 

ま
と
共
に
防
災
に
つ
い
て
取 

り
組
ん
で
い
き
ま
す
の
で
、 

ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ 

う
宜
し
く
お
願
い
を
い
た
し 

ま
す
。 

   

一斉にホールインワンを狙え！ ↓ 

 

グランドゴルフ開会前 

 

福
崎
町
消
防
団
消
防
操
法
大
会(5

/
12

) 

辻
川
分
団
が
小
型
動
力
ポ
ン
プ
の
部
で 

見
事
第
４
位
入
賞
（
出
場
３
０
分
団
中
） 

田
原
校
区
子
供
会
球
技
大
会(6

/1
) 

▼
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
（
男
子
）
第
４
位 

１
回
戦 

○ 

１
３ 

― 

５ 

対
田
尻 

２
回
戦 

● 

５ 

― 

１
０ 

対
中
島 

３
位
決
定
戦 

● 

３ 

― 

４ 

対
大
門 

▼
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
（
女
子
） 

 

１
回
戦 

● 

１ 

― 

２ 

対
田
尻 

 

２
回
戦 

● 

０ 

― 

２ 

対
吉
田 

今
年
は
残
念
な
が
ら
、
男
女
と
も
町
大

会
へ
と
駒
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
が
、
こ
の
悔
し
さ
が
財
産
に
な
る
か
ら

ね
。
保
護
者
の
皆
さ
ん
の
支
え
に
感
謝
。 

  

一般の部（敬称略）［16 ﾎｰﾙ］ 

１位 松岡 博子 37 打 

2 位 難波 和男 38 

3 位 佐伯  修  38 

ジュニアの部 

1 位 田中 天真 42 打 

2 位 鈴木日菜子 50 

3 位 酒井 大誠 53 

5 番ﾎｰﾙのﾎｰﾙｲﾝﾜﾝ賞 

酒井大誠,中村行孝,難波和男, 

鈴木まき子,内藤政義,神崎七海 

よく頑張りました 

民俗辻広場まつり「ﾎﾟｯﾌﾟｺｰﾝ屋」 → 

 

http://www10.plala/


 

辻川区 

消火栓 

位置図 

〔全 55 箇所〕 

この図には周辺も

含め 67 箇所掲載 

2013 年 5 月調査 
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24 箇所 

18 箇所 

13 箇所 

取手あり 11 箇所 

取手なし 2 箇所 

2 箇所 

(田尻区のみ) 

● 

▲ 

◆ 

◆ 

◆ 

◆ 

◆ 

◆ 

◆ 

◆ 
◆ 

◆ 

◆ 

◆ 

◆ 

◆ 

◆ 

 田尻管理 

 田尻管理 

幼児園管理 

 井ノ口管理 

▲ 

▲ 

■ 

西野管理 

■ 

▲ 

◆ 

 器具箱なし 

器具箱なし 

■ 

■ 

町の器具箱な

れど辻川管理 市 

川 

 雲津川 

上
井
用
水 

辻 川 山 

 谷川 
 

災
害
に
備
え
る 

 

 

今
号
か
ら
７
回
連
載
で
災
害
に

備
え
る
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
あ
る
方
が
災

害
想
定
は
悲
観
的
に
、
準
備
は
楽
観 

                                    

的
に
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
共
に 

学
ぶ
機
会
と
な
れ
ば
い
い
で
す
ね
。 

 

１ 
 

火
災
対
策 

①  

辻
川
区
と
そ
の
周
辺
地
域
の 

消
火
栓
の
位
置
と
そ
の
種
類 

 
 

                                   

今
回
は
下
記
記
号
で
、
辻
川
区 

全
体
の
消
火
栓
の
配
置
を
示
し
ま 

し
た
。
次
号
で
は
辻
川
消
防
団
が 

消
火
栓
の
開
け
方
か
ら
放
水
ま
で 

を
下
の
３
つ
の
タ
イ
プ
別
に
写
真 

で
解
説
し
ま
す
。 

                                    

                                          

                                          

有
事
の
際
に
井
戸
共
用
の 

承
諾
を
得
た
お
宅
一
覧 

 

釣
瓶
（
バ
ケ
ツ
）
で
汲
み
上
げ
可

能
な
井
戸
を
所
有
さ
れ
て
い
る
お

宅
で
、
震
災
等
で
停
電
・
断
水
が
長

期
化
し
た
際
に
近
隣
住
民
が
使
わ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
つ
い
て
許

可
を
得
た
お
宅
は
次
の
通
り
で
す

（
３
月
現
在
）
。
こ
れ
ら
の
お
宅
に

は
辻
川
区
か
ら
ト
タ
ン
バ
ケ
ツ
と

ロ
ー
プ
を
配
付
し
ま
し
た
。 

な
お
、
井
戸
水
の
種
類
で
「
一
般

水
」
と
は
飲
料
水
と
し
て
は
使
っ
て

い
な
い
水
を
さ
し
ま
す
。 

 

                

編
集
後
記 

辻
川
区
と
し
て
、
町
の
自
律(

立)

の
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
制
度
を
、
今

年
度
は
防
災
計
画
に
役
立
て
よ
う

と
い
う
こ
と
に
な
り
、
早
速
、
辻
川

だ
よ
り
を
業
者
発
注
し
ま
し
た
。 

「
災
害
は
忘
れ
た
頃
に
や
っ
て

く
る
。
」
と
よ
く
言
い
ま
す
が
、
忘

れ
な
い
で
も
や
っ
て
く
る
の
が
災

害
で
す
。
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
自
助
・

共
助
」「
隣
保
の
絆
」
か
な
。〔
田
﨑
〕 

辻川区では最も設置

箇所が多い消火栓。比

較的幹線道路（表通り）

に多い。ふたを開ける

ためのバール孔が左右

２箇所にある。 

 比較的路地裏（裏通

り）に多い。消火栓開閉

器の先端部を差し込み

90度回し、テコを利かせ

てふたを浮かせ反転。 

最も旧式の消火栓。１箇

所のバール孔にバール

を差し込みテコを利かせ

てふたを浮かせ、取っ手

があれば持って反転。 

最も新しいタイプで蝶

番が１個。近隣では田

尻の新興住宅地に設置

してある。消火栓開閉器

の先端部を差し込み

180 度回転させる。 

隣
保 

 

氏 
 

名 
 

 
 

井
戸
水
の
種
類 

１  
 

後
藤
か
や
子 

 

一
般
水
（以
下
△
） 

２ 
 

田
﨑 

正
之 

 
 

飲
料
水
（以
下
○
） 

３ 
 

鈴
木 

和
満 

 
 

△ 

 
 

  

福
富 

成
泰 

 
 

△ 

６ 
 

鈴
木 

昌
吾 

 
 

△
（２
本
） 

 
  

 

内
藤 

隆
夫 

 
 

△ 

７ 
 

鈴
木 

健
文 

 
 

△ 

８ 
 

松
岡 

 

薫 
 

 
 

△ 

１
０  

浅
井 

信
人 

 
 

△ 

１
１ 

 

伊
藤 

源
五 

 
 

○ 

 
 
 

 

鈴
木 

 

弘   
 

△ 
 

 
 

 
 

 
 

犬
塚 

宏
幸 

   

△ 

１
２ 

 

藤
澤 

春
雄 

  
 

△ 

１
３ 

 

釜
坂 

好
隆 

  
 

○ 

 
 

 
 

駒
田 

富
男 

   

△ 
 

 
 

 以上15軒のお宅の中にはふたが 

はずしにくい井戸もあります。 

 

 


